
 
 
 
膳

所

講

習

會

膳
所
中
學
校
の
藤

田
紫
舟
、

滋
賀
縣
農
事
試
験
場

の
小
林
重
三
の
兩
氏
が

膳
所
に
水
彩
畫

の
講
習
會
を
開
く
べ
く
企
て
ら
れ
た
の
で
、

私
は
八
月
十

九

日
東
京
を
發
し
て
開
催
地

に
尚

つ
た
。

東
海
道
の
汽
車
は
十
六
日
よ
り
開
通
し
た
が
、
發

車
数

の
多

か

ら

ぬ

た

め
、
非
常

の
混
雜
で
あ
る
と
、
新
橋
停
車
場
在
勤

の
某
氏

よ
り
通
知
を
う

けた
。
或
驛
で
は
乗
客
が
窓
か
ら
進
入
し
た
と

い
ひ
、
あ
る
時
は
長
時
間

を
腰
掛

の
下
に
横
は
つ
た
ま
ゝ
運

ば
れ
た
と

い
ふ
、
此
際
愉
快

な
旅

行
を

爲

や
う
と
は
望
ま
な

い
が
、

せ
め
て
は
あ
ま
り
苦
し
み
な
し
に
往
き
た

い

と
考

へ
、
前
日
荷
物

の
始
末
を
な
し
、
白
切
符
を
奮
發

し
、
辛

し
で
午
前

八
時
三
十
分
新
橋
か
ら
乗
込
む
こ
と
が
出
來
た
。

時
間
間
際

に
來
た
客
は
、
何
れ
も
デ
ッ
キ
に
停
立
せ
ざ
る
を
得
ぬ
、
途
中

の
驛
で
は

一
等

の
外
は
切
符
を
賣

ら
ぬ
、

い
よ
い
よ

車
内
は
混
雜

を
増
し

た
隣
席

に
は
小
常
陸
が
居
る
、
よ

い
話
相
手
を
得
た
や

う
な
も
の
ゝ
、

こ

れ
が
た
め
ま
す
ま
す

場
處

を
狭
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

名
古
屋
を
過
ぎ
て
漸
く
客
は
減
じ
、
大
垣
に
到
り
て
始
め
て
、
足
を
伸
す

こ
と
が
出
來
た
、
や
ゝ
肌
寒
き
車
窓
を

の
ぞ
く
月
を
眺

め
つ
ゝ
、
琵
琶
湖

畔
を
走
り
し
汽
車

の
、
馬
場

の
驛
に
着

い
た

の
は
曉

の
四
時
で
あ

つ
た
。

停
車
場
に
は
藤
田
氏
が
來

て
ゐ
ら
れ
た
、
土
塀
多
き
膳
所

の
町
を
過
ぎ
て

水
近
き
快
風
樓
に
導
か
れ
た
。

快
風
樓
は
そ
の
名

の
如
く
よ
く
風
の
入
る
家
で
、

階
上
の
二
室
は
三
方
明

放
し
の
、
居
な
が
ら
に
し
て
湖
面
に
★
ふ
白
帆
も
見
え
る
、
日
の
出
月

の

出
、
さ
て
は
夏
雲

の
奇
し
く
峰

の
如
き
、
夕
陽

の
美
は
し
き
、
そ
れ
等
は

寝

な
が
ら
も
見
る
こ
と
が
出
來
る
。
氣

の
置
け
ぬ
よ

い
宿
で
あ

つ
た
。

二
十
日
に
は
、
藤
田
小
林
兩

君
と
共
に
、
汽
船
で
石
山

へ
ゆ
き
、
三
ヶ
月

樓
と

い
ふ
の
で

書
食
し
た
。
瀬
田
の
橋

の

ほ
と
り
に
に
よ

い
畫
材
が
あ

る
。
石
山

の
知
人
を
た
づ
ね
て
歸

つ
た
の
は
夕
刻
で
あ

つ
た
。

二
十

一
日
か
ら

い
よ
い
よ

講
習
會
が
開
か
れ
る
。
七
時
半
、

程
近
き
膳
所

中
學
校

へ
往
つ
た
。
模
範
中
學

と
指
定
ぜ
ら
れ

て
あ
る
だ
け
、
萬
事
快
よ

く
整

つ
て
ゐ
る
、
敎

頭

の
吉
川
氏
に
逢
ふ
、
親
切
な
方
で
種

々
便
宜
を
與

へ
ら
れ

た
｡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
堂
に
集
ま

つ
て
ゐ
る
會
員
は
約

五
十
名
、
大
阪
以
來
顔
馴
染

の
あ
る
方

も
七
八
人
は
居
る
、
中
學

の
二
年
位
ひ
の
小
さ
な
方
や
、
口
髭
嚴
め
し

き

學
校

の
先
生
方
も
見
え
る
、
初
學
者
に
對
す
る
寫
生

の
注
意
を

一
時
間
程

話
し
、
次
に
持

つ
て
來
た
水
彩
畫

四
五
十
枚
を
廊
下
に
並

べ
て
見
せ
、
後

に
其
内

の
十
數
枚

に
つ
い
て
説
明
を
な
し
、
第

一
日

の
講
話
を
終

つ
た
。

午
後
は
自
由
時
間
で
、

私
も
何
か
寫
生
を
や
る
積
り
で
あ

つ
た
が
、
會
員

の
力
も
知
り
た

い
し
、
會

期
も
短
か

い
か
ら
、
寫

生
中

の
注
意
も
し
て
置

た

い
と
思

つ
て
、
場
處

を
指
定
し
て
見
に
往

っ
た
。
場
處

は
學
校
の
前

の

神
社
で
、

三
時
か
ら
と

い
ふ
の
に
晝
食
後
直
ぐ
に
初
め
た
人
も
あ
つ
て
、

一
體
に
筆
が
細
か

い
や
う
に
見
え
た
が
、
皆
相
應

に
出
來

て
ゐ
た
。

午
後
、
京
都
か
ら
河
合
新
藏
君
が
來
ら
れ
て
、
月

の
出

の
寫
生
を
さ
れ
た
。

そ
の
夜
は
、
寄
宿
所
の
馬
杉
で
茶
話
會
が
あ

つ
た
、
例
の
通
り
姓
名
を
名

乗
り
、
講
談
、
物
眞
似
、

お
國
風
の
俚
謡
な
ど
出
て
、
か
な
り
賑
や
か
で

あ

つ
た
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

､



 
二
十
二
日
に
は
、
繪
畫

の
成
立
に
つ
き
て

一
時
間
程
講
話
、
夫
か
ら
會
員

 
の

一
部
に
靜
物
寫

生
を
や
ら
せ

て
、
十
二
時
に
終

つ
た
。
何
れ
も
輪
廓

な

 
ど
割
合
に
正
し
く
、
あ
ま
り
世
話
が
焼
け
な
か
つ
た
。
 
 
 
 

 
午
後

の
寫
生
地
は
粟
津
ヶ
原
で
、

二
時
頃
小
林
氏
と
共
に
出
か
け
た
。
途

 
中
農
事
試
瞼
場
で
、
小
林
氏

の
寫
生
な
ど
を
見
た
。
街
道
で
あ
る
た
め
見

 
物
人
は
多

い
、
湖
畔

の
柳
、
比
良
ヶ
嶽
、
並
木

の
松
な
ど
書
題
と
な

つ
た
。

 
河
合
氏
は
夕
刻
京
都

へ
歸
ら
れ
た
。
 
 
 
 
 
 
 

 
二
十
三
日
の
講
話
は
、
鉛
筆
畫

の
描
法
で
、
靜

物
寫
生
は
ビ
ー
ル
壜
及
西

 
瓜
を
描
か
し
た
。
午
後
は
膳
所
城
跡
で
、
湖
畔

の
柳

や
石
垣

の
崩
れ
な
ど
、

 
多
く
畫
題
と
な
つ
た
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
二
十
四
日
は
、
午
前
八
時
半

集
ま

り
で
、

一
同
三
井
寺
に
寫
生
會
を
催
し

　た
。
廣

い
山
内
も
三
脚
の
人
で

一
ぱ

い
に
な
つ
た
。
彼
方
是
方

と
場
處
を

 
求
め
て
は
、
イ
ー
ゼ
ル
を
展
げ
る
、
そ
れ
を
尋
ね
歩

い
て

一
廻
り
す
る
と

　
二
時
問
牛
は
か
ゝ
る
、

何
か
寫
生
を
と
箱
の
用
意
も
し
て
往
つ

た
が
、

二

 
回

廻
つ
た
ら
時

が
無
く
な
つ
た
。
夕
刻
人
★

に
分
れ
、

ひ
き
り
高
★
音

に

 
詣
で
ゝ
宿

へ
歸
つ
た
。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
こ

の
夜
は
、
馬
杉
で
近
世
繪
畫

の
思
潮

に
つ
い
て
話
を
し
た
。

 

二
十
五
日
の
講
話
は
、

一
色
畫

及
水
彩
畫

の
話
。
靜

物
爲
生
は

狐
の
面
と

 
扇
子
、
綿
細
工
の
犬
と
太
皷
で
あ
つ
た
｡
午
後
は
茶
臼
山
と

い
ふ
處

に
集

 
ま
つ

た
。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
二

十
六
日
は
、
色
彩

の
應
用
及
繪
具

の
話
を
な
し
、
靜

物

に
は
藥
罐
及
文

･

　
箱
を
描
か
し
た
。
午
後
は

一
同
石
山
寺

へ
往

つ
て
、
建
物
や
瀬

田
川
の
景

 
や
、
そ
れ
そ
れ
寫

生
し
た
。
こ

の
夜
快
風
樓
で
、
水

の
研
究
を
二
時
間
程

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
､

話
し
た
。

二
十
七
日
、
會
期
は
今
日
で
終

る
、
講
話

一
時
間
、

そ
れ
は
水
彩
畫

の
技

工
に
關
す
る
話
を
し
た
、
終

つ
て
此
會
期
中

の
製
作
四
百
餘
點

に
向

つ
て

一
々
批
評
を
試
み
た
、
會
員
は
、
朝
ば
未
明
よ
り
寫
生

に
出
か
け
、
夕
は

手
許

の
見
え
ぬ
頃
迄
描

い
て
ゐ
る
人
も
あ
る
、
平

均

一
人
十
四
五
枚

の
繪

が
出
來
た
譯
ゆ

へ
、不
残
並

べ
た
な
ら
七
八
百
枚
も
あ
つ
た
の
で
あ
ら
う
、

成
績
は
非
常

に
良
好
で
、
是
迄
開
か
れ
た
講
習
會

に
比
し
て
遙
か
に
優

つ

て
ゐ
た
。
ま
た
僅

々

一
週
間

の
會
期

と
し
て
は
、
よ
く
も
勉
強
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
感
服
ぜ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。

午
後
は
、

一
時
か
ら
、
馬
杉

の
前
の
道
場

と
號
す
る
大
廣
間

に
於
て

互
別

會
が
開
か
れ
、
森
親
子
商
會

の
寄
附

に
か
ゝ

る
ニ
ユ
ー
ト
ン
製
繪

具
約
拾

圓
程
の
福
引
分
配
が
あ
り
、
種

々
の
餘
興
が
あ
つ
て
、
四
時
頃
目
出
度
此

會
を
終

つ
た
。

こ
の
日
龜
岡
よ
り
石
田
氏
來
り
、
京
都
よ
り
松
木
氏
訪
は

れ
、
夜
分
は

二
三
の
人

々
と
卓
を

共
に
し
て

樂
し
き

晩
餐

の
箸
を
把

っ

た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

､

二
十
八
日
、
會
期

一
週
間

一
滴

の
雨
も
無
か
つ
た
が
、
今
日
は
大
風
に
加

･

へ
て
大
雨
に
な
つ
た
。

二
三
の
有
志
と
、
坂
本

に
寫
生
行
を
な
す
筈
で
あ

つ
た
が
、

こ
れ
で
は
出
ら
れ
な
い
、
宿

へ
は
居
残

り
の
人
達
七
八
名
押
か

け
て
來

て
、
頻
り
に
摸
寫

を
さ
れ
る
、
雜
談
も
す
る
、
議
論
も
す
る
、
中

々
賑
や
か
で
あ

つ
た
｡

二
十
九
日
、

膳
所
か
ら
行
を
共
に
し
た
人
は
、
水
谷
、
佐
久
間
、

河
合
、

岡
本

の
諸
氏
、

三
井
寺
下
か
ら
木
南
、
中

川
兩

君
が
來
ら
れ
て
、
九
時
頃

　
坂
本

へ
往

つ
た
、
途
中
唐
崎

の
松

近
く
船
は
停
ま
る
、
遠

く
よ
り
見
て
は



小
さ
な
詰
ら
ぬ
も

の
ら
し
か
つ
た
が
、
其
實
中

々
立
派
な
松
で
あ

つ
た
、

惜
む
べ
し
、

生
氣

な
く
枯
色
が
見
え
る
。

湖
岸

の
坂
本
は
あ
ま
り
面
白
く

な

い
、
日
吉
神
肚

の
入
口
、
上
坂
本

の
町
、
何
れ
も
好
畫
題
、
神
社

の
中

の
溪
流
、
社

前
、
森

の
中
、
數

へ
上
げ
れ
ば
可
な
り
澤
山
畫

に
す
る
處
は

あ
る
、
社
前
に

一
枚

の
ス
ケ
ツ
チ
を
試
み
、
三
橋
樓

と

い
ふ
の
に
晝
食

を

な
し
、
私
は

一
足
先
に
膳
所

へ
歸
つ
た
。

こ
の
夜
京
都
に
松
木
氏
を
訪
ひ
、
共

に
新
京
極
邊
を
散
歩
し
、
終
に
同
氏

の
宅

に

一
泊
し
た
。

三
十
日
は
、
朝
と
く
東
山
を
清
水
寺
邊
迄
散
策
を
試
み
た
、
京
都
の
町
は

色
彩

に
富
み
、古
き
建
物
に
は
雅
味
が
あ
る
。

午
後
か
ら
北
野

に
河
合
氏

を
訪
ひ
、
岡
崎

に
鹿
子
木
氏
を
た
づ

ね
、
其
夜

十

一
時
發

の
汽
車
で
、
翌
三
十

一
日
午
後
東
京

へ
歸
つ
た
。

講
習
會
主
催
者
た
る
藤
田
小
林
兩
氏

か
ら
、
最
初

に
相
談

の
あ

つ
た
時
、

私
は
何
等

の
物
質
的
報
酬
を
望
ま
ぬ
故
、

た
ゞ
費
用
を
辨

し
得
ら
る
ゝ
程

度
に
於

て
、
講
習

料

の
如
き
は
極

め
て
低
廉
に
さ
れ
た
き
旨
を
、
條
件
と

し
て
置

い
た
。
然
る
に
、
爾
氏

の
盡
力
は
、

豫
想
外
に
多
數

の
會
員
を
招

致
し
、
夫
が
爲

め
、
謝
禮
と
し
て

一
封

の
金
員
を
贈
ら
れ
た
、
其
金
額
は

私

に
と
り
て
は
一
二

時
問

の
ス
ケ
ッ
チ
畫

一
枚

の
價
程
に
は
過
ぎ
ぬ
に
も

せ
よ
、
そ
れ
を
私
自
身

の
用
途
に
費
清
す
る
こ
と
は
快
よ
く
な

い
か
ら
、

全
部
本
誌

の
編
輯
費
に
投
じ
て
置
た
、

そ
し
て
來
年
夏
頃
、
特
別
號
を
出

す
時

に
 
其
資
金

の

一
部
に
使
用
し
た

い
と
思

つ
て
ゐ
る
。

今
度

の
講
習
會
で
、
講
習
料

の
低
廉

な
る
に
驚
ろ
い
た
と

い
ふ
人
も
あ
る
。

世
間
で
は
講
習
と

い
ふ
と
、
出
張
旅
費

の
ほ
か
に
、

一
週
間
百
金
二
百
金

を
要
求
す

る
立
派
な
先
生
も
あ
る
、
併

し
、
私
は
水
彩
畫

趣
味

の
普
及
が

第

一
の
目
的
で
、
次

に
は
、
全
國
各
地

の
同
好
者
に
逢

ひ
た

い
か
ら
出
掛

　
け
る
の
で
あ
る
、
殊
に
三
年
四
年
續

い
て
來
ら
れ
る
人

々
に
逢
ふ
こ
と
は
、

單
に
其
人
達
の
技
倆

の
進
歩
を
見

る
喜
び
の
み
で
な
く
、
舊

友
に
會
す
る

の
心
地
が
せ
ら
れ
て
嬉

し
い
か
ら
で
あ
る
。
私
の
や
う
な
我
儘
な
人
間
は
、

金
銭

に
縛
ら
れ
、

義
務
的
に
講
習
生
諸
君

の
御
相
手
に
な
り
た
く
は
な

い
、
さ
れ
ば
往
復
及
滞
在

の
費
用
さ

へ
あ
れ
ば
、
都
合

の
出
來

る
限
り
は

何
處

へ
で
も
往
く
か
ら
、

今
後
か
ゝ
る
催
を
爲
さ
ん
と
せ
ら
る
ゝ
方
は
、

御
遠
慮
な
く
御
相
談
を
望
む
｡
(大
下
藤
次
郎
)

 
 
 
 
膳
所
水
彩
畫
講
習
會
日
録

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
 
田
 
紫
 
舟
 

 
八
月
二
十
日
 
午
前
三
時
大
下
講
師
馬
場
驛
着
、
直

ち
に
當
町
族
舘
快
風

 
樓
に
迎
ふ
、
午
后
小
林
君
と
共
に
講
師
を
石
山
某
料
亭
に
招
じ
開
期
中
に

 
於
け
る
諸
般

の
打
合
せ
を
な
す
、
尚
當
日
ま
で
に
申
込
ま
れ
た
る
會
員
左

 

の
四
十
三
名
な
り
。

 
 
愛
知
岩
月
完
次
、
滋
賀
上
野
直
、
京
都
岡
本
善
之
助
、
和
歌
山
林
義
明

 
 
三
重
奥
瀬
英
、

兵
庫
津
川
清
平
、
埼
玉
野
原
庄
作
、
大
分
水
之
江
公

 
 
明
､
長
野
小
口
光
雄
、
岐
阜
清
水
嘉
藏
、
滋
賀
小
野
信
治
郎
、
全
西
田

　

 
宇

一
､
大
阪
齋
藤
清
治
郎
、
京
都
中
嶋
元
七
、
高
知
板
垣
美
高
、
滋
賀

 
 
中
川
專
治
郎
、
全
疋
田
黄
邨
、
大
阪
伊
吹
廣
士
、
京
都
池
上
年
、
愛
知

 
 
北
條
俊
治
、
岐
阜
水
谷
藤
太
郎
、
兵
庫
菊
川
熊
高
、
熊
木
炭
谷
與
平
字


